
 

 

 

 

 

【 バイフェロックス・無機顔料を使った生コンの着色方法 】 

 

ラ ン ク セ ス 株 式 会 社 

 無 機 顔 料    

電 話 ： 0 3 - ５ ２ ９ ３ - ８ ０ １ ７ 

 

今回はランクセス社のバイフェロックス・ほか無機顔料をご検討頂きましてありがとうございます。 

以下に着色方法についてご説明致します。 

 

１．作業の前に確認すること。 

① 予め顔料の生コンへの配合（顔料の添加量）を決定しておきます。  

顔料の添加量はカラーコンクリートの色相により判定します。 

通常、生コンクリート１ｍ３あたりの単位セメント量に対して何％添加するかで設定します。  

（例：単位セメント量 250 kg/m3 に 5 % 添加 の場合 ＝ 添加量 12.5 kg/m3） 

② アジテーター車のコンクリート積載量に基づいた顔料の投入数量を計算して表にまとめておきます。 

③ 生コンの混練数量に合わせて顔料を計量します。 この場合、投入時に計量せず、事前に計量済

みの顔料を準備しておくのが良いです。  

④ 練りバッチ毎のバラつきを起こさないためにも計量、投入作業は正しく管理されるべきです。投入量、

混練時間は均一に保ちましょう。この作業をより確実なものとするために、規定ｍ３あたりの顔料を

計量、小分けして納入することも可能です。 

（例： 上記12.5 kg/m3の顔料を小分けして納入。 別途小分け手数料が発生します。）   

 

２． アジテータ車への顔料投入と混練 

① 顔料の投入作業に必要な作業足場を確保する。（プラント足場のほか作業車、簡易足場など） 

  

 

② 顔料の投入作業に入る前に作業員は計量済みの顔料の数量を確認する。 

③ 顔料の投入作業ごとに顔料の添加量を作業日報等に記入して顔料の数量を確認する。 

④ 混 練・・・ アジテータ車で混ぜる場合、顔料の分散を良くするため、生コンは最大積載量の８０％

程度（例： ５ｍ３車の場合４ｍ３以下）までを推奨します。  
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⑤ 顔料の投入には生コン車の受けホッパから投入します。 この時、シュート（とい状のもの。養生用

のプラスチック段ボールでも良い）を用いて、アジテータ車の受けホッパに顔料が付着しを避ける

と良いです。 投入時は安全のためドラムを停止させるか、低速回転で作業しましょう。 

   

一台あたりの顔料量が25ｋｇ以上になる場合、顔料の投入は一度に全量を行わず、顔料を分けて投入、

数回ドラムを回して顔料をドラム内部で散らばせた後、残りの顔料を入れます。 

 

⑥ 投入完了後、本練りを行います。 中速（～高速）回転を使って約４分以上を目安に十分に練り混

ぜて下さい。 タイマーを用いて確実に作業水準を同様にしましょう。 

 

アジテータ車のホッパ部分やドラムの上端部は、混練時にもコンクリートが届かず付着した顔料が残り

やすいのでデッキブラシなどで内部へ掃き落として下さい。  

 

３．顔料分散の判定基準 

アジテータドラム内の生コンを目視で、次の基準を参考に確認してください。 

ａ）生コンにまだら模様あるいはスジ状の色の濃淡が無くなり、均一な色になっている。 

ｂ）分散判定用のサンプルはアジテータ車→ポンプ車の時点で採取。 

      

 

４．ミキサー及び機材の洗浄 

アジテータ車、ポンプ車などは十分に水洗いしてください。 

洗い水は大型水槽などに入れて１～２日放置し、セメント分や顔料を沈殿させてください。 

沈殿させたスラッジは、残土などと同様に処理してください。 バイフェロックスは無害で安全です。 
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５． 打設時の注意点 

型枠の中のなるべく中心付近に壁面に近くパネコートに触れながら生コンが充填されるとパネコートの 

   塗膜が耗失し、脱型後のムラにつながります。 

 

６．色むらについて 

コンクリート着色は塗装などと事なり、コンクリートの質感を保ちながら色彩を与えます。 

顔料を添加しないコンクリートにもまだら状の色むらは発生しますが、顔料は色によりそのコントラストを

強めています。コンクリート表面の色むらの主たる要因にはまず白華（はっか現象。エフロレッセンス）が

考えられます。  

 

７．白華（エフロレッセンス）について 

白華はコンクリート中の遊離石灰分が混練水や雨水の蒸発によりコンクリート表面に出てきた際、空気

中の二酸化炭素と反応して炭酸カルシウム（白色、水に不溶）を生じる現象です。 

発生は養生初期から始まりますが、コンクリートには不可避の現象といえます。なお白華は時間が経つ

につれ炭酸カルシウムから炭酸水素カルシウム（無色透明、水に可溶）に変化し減少していきます。気

候条件にもよりますが、発生した場合、1～2年程度で本来のカラーコンクリートの色相になっていきます。 

 

８．おわりに 

   カラーコンクリートはコンクリート自体を着色し、その質感を保ちつつ色彩を与えるものですので、塗装と

異なり、表面が劣化しても色相を失うことはありません。弊社のバイフェロックスをはじめとする酸化物顔

料は優れた屋外耐候性と高い品質により、インターロッキングブロックなどだけでなく現場打ちコンクリー

トにも広くご採用いただいております。 製品の安全性にも優れておりますので安心してお使い下さい（詳

細は別途ＭＳＤＳご参照のこと）。 

 

 

ご不明な点がございましたら、弊社までお問い合わせください。   


